
＜様式１＞

28 年 9 月 30 日

【PLAN（計画）】

～

無

【DO（実施）】

※財源内訳中の「その他」には、保険料・寄付金・基金・利用料等の収入を記入しています。
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大村市こどもセンター条例、大村市こどもセンター条例施行規則
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　こどもセンター及び周辺駐車場等
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こどもセンター運営管理事業

　施設の適正な維持管理に努め、利用者の安全を確保する。
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こどもセンター運営管理事業

部局名

　センターの維持管理、保守管理を適正に行うとともに、公の施設として、子育てサークル、母子保健推進員、健
康体操グループなど市民の活動拠点の場を提供し、それらの活動を支援する。
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＜様式１＞

【CHECK（評価）】

※事業類型が１～３に該当する事業については妥当性及び有効性の評価は記入しておりません。

【ACTION（改善・改革】

意
見
等

内
容

※１次評価は事業担当課長等、２次評価は２次評価委員会によって行われます。

該当なし

該当なし

低い 該当なし

低い

該当なし

　施設の年数経過に伴い、建物や内部設備・機器等の補修・交換箇所が増えており、（専門業者による
調査を基に）施設・設備の安全対策及び維持管理を含めて、これらの計画的改修整備が必要となって
いる。乳幼児健診等の際に駐車場が混雑し、利用者間の事故やトラブルの恐れがあるため、事故等の
予防対策の工夫が必要と思われる。

高い やや高い 低い

低い

高い やや高い【施策貢献度】

【事業成果】

やや低い

やや低い

１
次
評
価

今後の方向性

終期設定

現状維持

終期設定

今後の方向性

効
率
性

今後の方向性

見直しの余地あり 該当なし

削減の余地あり 該当なし

内容
今後の方向性のもとで、どのような
取組をするか（課題や問題点等に
対する取組など）

　施設・設備の危険箇所や老朽化による修理箇所等について、引き続き委託業者による定期保守点検
や専門業者等による点検調査を実施し、緊急性や安全性等を重視の上、計画的な補修整備を図ってい
く。駐車場利用に際し、特に地下駐車場の照明や駐車ｽﾍﾟｰｽ枠線表示等の改善対策を講じることとした
い。

効果
事業の改善・改革によって期待され
る効果は何か

引き続き施設利用者の利便性・安全性を図ることができる。

事業の進捗状況
昨年度の評価から、どのような取組
をしましたか（昨年度の【ACTION】
の改善・改革の進捗等）

　施設及び設備の老朽化に伴う要改修箇所等については、委託業者による定期点検実施の際に、緊急
性及び安全対策に関する指導、助言を得ながら、維持管理及び必要な修理等を実施している。

妥
当
性 【市の関与】 高い

やや低い

やや高い やや低い

有
効
性

事業が抱える問題・課題等

【コスト】

【負担割合】 見直しの余地なし

削減の余地なし

高い やや高い

対象外

【必要性】

２
次
評
価

担当者意見のとおり

No.2


